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各   位 
上場会社名 小 林 産 業 株 式 会 社 
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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ，平成 20 年 12 月 19 日の決算発表時に公表した平成 21 年 10
月期（平成 20 年 11 月 1 日 ～ 平成 21 年 10 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いた
しましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１ 平成 21 年 10 月期第２四半期連結業績予想数値の修正（平成 20 年 11 月 1 日～平成 21 年

4 月 30 日） 
 

 売上高 営業利益 経常利益 
第２四半期
純利益 

１株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円

11,000 
百万円

500 
百万円

550 
百万円 

320 
円 銭

11.48 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 9,300 230 180 160    6.70 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,700 △270 △370 △160  ― 

増 減 率            （％） △15.5 △54.0 △67.3 △50.0  ― 

（ ご 参 考 ） 前 年 中 間 実 績 
（平成 20 年 10 月中間期） 

12,792 546 443 191    6.86 

 
２ 平成 21 年 10 月期第２四半期個別業績予想数値の修正（平成 20 年 11 月 1 日～平成 21 年

4 月 30 日） 
 

 売上高 営業利益 経常利益 
第２四半期
純利益 

１株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円

10,500 
百万円

470 
百万円

520 
百万円 

300 
円 銭

10.76 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 9,200 200 150 140    5.02 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,300 △270 △370 △160  ― 

増 減 率            （％） △12.4 △57.4 △71.2 △53.3  ― 

（ ご 参 考 ） 前 年 中 間 実 績 
（平成 20 年 10 月中間期） 

12,672 444 376 154    5.53 
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３ 平成 21 年 10 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 20 年 11 月 1 日～平成 21 年 10 月
31 日） 

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円

22,300 
百万円

1,100 
百万円

1,200 
百万円 

700 
円 銭

25.11 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 18,400 360 360 270    9.68 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △3,900 △740 △840 △430  ― 

増 減 率            （％） △17.5 △67.3 △70.0 △61.4  ― 

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年 10 月期） 

25,751 1,229 1,085 381   13.68 

   
４ 平成 21 年 10 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 20 年 11 月 1 日～平成 21 年 10 月

31 日） 
 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円

22,000 
百万円

1,000 
百万円

1,100 
百万円 

650 
円 銭

23.31 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 18,200 300 300 240    8.61 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △3,800 △700 △800 △410  ― 

増 減 率            （％） △17.3 △70.0 △72.7 △63.1  ― 

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年 10 月期） 

25,548 1,059 950 366   13.14 

   

５ 修正の理由 

米国に端を発した金融危機による世界経済の悪化や円高を背景として、国内経済も急激に

悪化しております。また、当社の取引先の在庫調整等によって著しく商品の需要が減退して

おり、今後においても更に厳しい経営環境が続くものと思われます。 

以上の状況により当社は、上記のとおり業績を修正いたします。 

 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因により異なる場合があります。 

 

 

 

 

以  上 
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